
ICT化の考え方について

・過去の議案 

・議会提要／先例集 

・市政概要等 

 

・執行部の資料 

（公開されている各種計画書等） 

・開会前の各資料 

（委員会ほか） 

・幹事長会議資料 

 

・執行部の記者発表前の資料 

公開されている資料 公開されていない資料 ・メール等最低限の通信 

・スケジュール管理 

・議会所有の 

 タブレット 
 

①活用範囲はA及びB 

②公費で全額負担 

図書室の 

イメージ 

文書ボックス・会議の 

イメージ 

議会活動でのみ利用 

インターネットの利用に制限をかける。 
 

 

①「使用基準」で、具体的に明文化する。 

②フィルタリングソフトで、webへの  

 アクセス制御を行う。（i-Filter等） 

セキュリティ

の確保 

デジタルデバイド

（情報通信技術を利

用できる者と利用出

来ない者との間に生

じる格差）をなくす。 

災害対応 

紙は減らしていくが、

全て、紙資料なしで会

議はできない。 

技術は変わる。 

まずは導入し、次のス

テップを走りながら考

える。 

公費で行うに相応しい利用とする。 

文書共有システムの導入については決定 

導入する目的は何か 

 ○紙の削減（レスペーパー） 

 ○業務の効率化 

 ○迅速な情報共有 

アップロード 

会議資料等 

今後、 

「使用基準」を定めていく。 

資料１‐３ 


